
男
女
共
同
参
画
の
意
義
（
２
０
０
６
・
１
１
・
７
） 

  

Ｇ
Ｅ
Ｍ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
メ
ジ
ャ
ー
）
と
い
う
指
標
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
連
合
開
発
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
が
発
表
し
て
い
る
統
計
で
、
男
女
の
賃
金
格
差
、
女
性
の
上
級
地
位
へ
の
登
用
比
率
、
国
会
議
員
の
女
性

比
率
を
一
定
の
算
式
で
計
算
し
、
一
・
〇
で
あ
れ
ば
男
女
は
ま
っ
た
く
対
等
に
活
躍
し
て
い
る
社
会
、
数
字
が
減
少
す
る
ほ

ど
格
差
が
あ
る
社
会
と
い
う
指
標
で
あ
る
。 

 

二
〇
〇
五
年
の
結
果
に
よ
る
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

北
欧
の
国
々
が
上
位
を
独
占
し
、
数
値
も
〇
・
八
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
は
〇
・
五
を
や
や
上
回
る
程
度
で
順
位
は

四
三
番
目
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
男
女
の
賃
金
格
差
は
上
記
の
国
々
が
〇
・
七
、
す
な
わ
ち
平
均
し
て
男
の

七
割
程
度
の
賃
金
を
支
払
わ
れ
て
い
る
の
に
、
日
本
は
〇
・
四
六
、
す
な
わ
ち
半
分
以
下
で
あ
る
。 

 

国
会
議
員
の
女
性
の
比
率
に
つ
い
て
も
格
差
は
顕
著
で
あ
る
。
や
は
り
北
欧
諸
国
は
三
割
以
上
が
女
性
議
員
で
あ
る
が
、

日
本
は
二
割
以
下
で
あ
り
、
順
位
は
九
八
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
グ
ロ
・
ハ
ー
レ
ム
・
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
首
相
が
一
二
年
間
在
任
し
、
環
境
問
題
な
ど
で
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
た
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
女
性
の
タ
ル
ヤ
・

ハ
ロ
ネ
ン
大
統
領
が
一
二
年
間
在
任
し
、
現
在
一
八
名
の
大
臣
の
う
ち
半
数
が
女
性
で
あ
り
、
文
化
大
臣
に
は
三
五
歳
の
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
就
任
し
て
い
る
。 

 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
第
七
代
大
統
領
は
メ
ア
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
現
在
の
第
八
代
大
統
領
は
メ
ア
リ
ー
・
マ
ッ
カ
リ
ー

ス
で
す
で
に
二
期
目
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
女
性
大
統
領
の
在
任
期
間
に
、
一
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
病
人
と
い
わ
れ
た
ア
イ

ラ
ン
ド
は
、
最
近
で
は
ケ
ル
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
イ
ガ
ー
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
経
済
が
復
活
し
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
と
の
関
係
も
、
一
九
九
八
年
に
平
和
協
定
を
調
印
し
、
安
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
女
性
と
男
性
が
対
等
に
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
七
〇
年
代
の
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運

動
や
最
近
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
運
動
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
完
全
に
対
等
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
、
男
性

と
女
性
に
は
性
差
が
あ
る
。
男
性
の
平
均
身
長
を
一
〇
〇
と
す
る
と
女
性
は
九
三
で
あ
る
し
、
体
重
も
九
〇
で
あ
る
。
運
動

能
力
も
マ
ラ
ソ
ン
の
男
子
の
記
録
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
女
子
は
九
〇
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
運
動
で
も
記
録
は
男
性
の
八
割

程
度
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
最
近
の
科
学
の
進
歩
に
よ
り
、
男
性
と
女
性
の
脳
の
構
造
に
も
差
異
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
左
脳
と
右
脳
を
結
合
す
る
脳
梁
は
女
性
の
ほ
う
が
頑
丈
に
で
き
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
女
性
の
判
断
は
右
脳
に

も
影
響
さ
れ
て
直
感
に
左
右
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
欠
陥
で
は
な
く
、
重
要
な
特
徴
と
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
男
女
に
は
差
異
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
男
女
共
同
参
画
社
会
を
構
築
し
て
い
く
の
が
世
界
の
潮
流
に
な

っ
て
い
る
。 

 

一
八
七
〇
年
に
ド
イ
ツ
の
生
物
学
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
学
問
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
提
言

を
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
学
問
は
生
物
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
々
に
研
究
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
自

然
環
境
の
理
解
は
困
難
で
、「
動
物
と
植
物
の
協
調
的
あ
る
い
は
敵
対
的
な
関
係
に
つ
い
て
の
知
識
体
系
」
を
確
立
す
る
こ
と

が
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
目
標
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
現
在
で
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
は
革
命
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
定
義
を
借
用
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
目
指
す
目
標
は
「
女
性
と
男
性
の
協
調
的
あ
る
い
は
対

立
的
な
関
係
を
維
持
す
る
社
会
構
造
」
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
男
女
に
格
差
が
あ
る
文
化
も
無
用
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
確
立
し
な
け
れ
ば
、
国
際
世
界
の
な
か
で
孤
立
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。 


